
【
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
規
制

基
準
適
合
審
査
申
請
に
係
る
条
件

付
き
承
認
に
つ
い
て
】

新
潟
県　

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
の
効
果
は

１
０
０
％
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
放

射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
の
は
間
違

い
な
い
。
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
結
果
は
、
屋
外
の
同
じ
場
所
に
72

時
間
留
ま
っ
た
時
の
被
ば
く
線
量
で

あ
り
、
今
後
、
避
難
等
を
行
っ
た
場

合
の
被
ば
く
に
つ
い
て
議
論
・
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
と
避
難
計
画
の
整

合
性
は
、
防
災
の
専
門
家
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
確
認
し
て
い

く
予
定
だ
が
、
現
在
、
原
子
力
防
災

の
課
題
に
つ
い
て
、
国
を
中
心
に
検

討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
の
動
き
を

確
認
し
な
が
ら
、
作
業
を
進
め
た
い
。

新
潟
県　

物
理
的
に
使
え
る
か
ど
う
か
は

別
に
し
て
、
県
が
安
全
協
定
に
基
づ

く
事
前
了
解
を
し
て
い
な
い
の
で
、

現
在
は
使
用
で
き
な
い
設
備
で
あ
る
。

新
潟
県　

県
が
安
全
協
定
に
基
づ
く
事
前

了
解
を
行
い
、
国
の
検
査
が
終
わ
っ

た
後
に
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
潟
県　

避
難
計
画
と
の
整
合
性
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
条
件
付
き
承
認

自
体
が
無
効
に
な
る
の
で
、
事
前
了

解
も
で
き
な
い
。
避
難
計
画
と
の
整

合
性
は
、
専
門
家
の
方
々
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
県
が
判
断
す
る
。

新
潟
県　

拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
放
出
量
が

少
な
く
な
る
の
は
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
性
能
が
十
分
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
性
の

確
認
も
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
。

【
フ
リ
ー
ト
ー
ク
】

東
京
電
力　

ミ
サ
イ
ル
発
射
後
の
構
内
の

影
響
に
つ
い
て
確
認
・
対
応
す
る
よ
う

手
順
を
組
ん
で
い
る
。
ま
た
ミ
サ
イ
ル

の
想
定
で
は
な
い
が
、
万
が
一
、
原
子
炉

に
航
空
機
が
衝
突
し
た
場
合
の
影
響
に

つ
い
て
評
価
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

エ
ネ
庁　

科
学
的
有
望
地
の
提
示
の
仕
方

は
、日
本
地
図
を
「
適
性
の
低
い
地
域
」、

「
適
性
の
あ
る
地
域
」、「
よ
り
適
性
の

高
い
地
域
」
の
三
種
類
に
色
分
け
す

る
イ
メ
ー
ジ
。
提
示
す
る
目
的
は
、

適
性
地
と
し
て
特
定
の
場
所
を
示
す

こ
と
で
は
な
く
、
一
般
の
方
に
こ
の

問
題
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

新
潟
県　

出
席
し
た
委
員
へ
の
謝
金
、
旅

費
、
会
場
費
等
を
合
わ
せ
て
１
回
の

開
催
に
数
十
万
円
く
ら
い
。
ま
た
、

放
射
性
物
質
を
含
む
汚
泥
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
管
理
能
力
を
持
っ
た
者

が
管
理
す
べ
き
と
い
う
考
え
で
、
東

京
電
力
に
引
き
取
り
を
求
め
て
い
る
。

　

今
回
は
、
新
潟
県
が
平
成
25
年
に

行
っ
た
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

規
制
基
準
適
合
審
査
申
請
に
係
る
条
件

付
き
承
認
」（
※
）に
つ
い
て
、
県
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
で
は
様
々
な
質
問
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
規
制
基
準
適
合

審
査
申
請
に
係
る
条
件
付
き
承
認
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
規
制
基
準
適
合

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
規
制
基
準
適
合

審
査
申
請
に
係
る
条
件
付
き
承
認
に
つ
い
て

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
9
月
7
日（
水
）

出
席
者
16
名（
欠
席
4
名
）

概 要

地域の会 概要
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
　推薦を受けた25名以内の委員で構成。任期は2年。
②会の任務（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　（2）事業者等への提言
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　（4）委員の研修
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況
を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行うことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

①会
　推
②会
　　
　　
　　
　　

は、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局局の必要にして

視点
情報誌

平成28年12月5日発行
第81号

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する

h t t p : / / w w w . t i i k i n o k a i . j p

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類： 定例会（毎月1回）
　　　　　　   臨時会（必要に応じ開催）　※会は、原則すべて公開。

オ
ブ
ザ
ー
バー

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）

定例会定例会
第第159159回回

旨に沿った様々な活動を行っ

第第第9月9月

Q
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
か
ら
、
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
除
去
効
果

は
限
定
的
で
、
避
難
計
画
と
の

整
合
性
は
破
た
ん
し
て
い
る
と

思
う
。
技
術
委
員
会
で
の
フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト
と
避
難
計
画
の
整

合
性
の
検
証
は
始
ま
っ
て
い
る

の
か
。

Q
現
状
、
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
は
使
え

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

Q
東
京
電
力
が
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

を
使
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

段
階
を
経
て
い
く
の
か
。

Q
要
す
る
に
し
っ
か
り
と
し
た
避

難
計
画
が
で
き
な
け
れ
ば
ダ
メ

と
い
う
こ
と
か
。
避
難
計
画
と

の
整
合
性
は
行
政
が
判
断
す
る

の
か
。

Q
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
は
無
い

よ
り
も
あ
っ
た
方
が
良
い
設
備

で
あ
る
が
、
な
ぜ
、
要
る
か
要

ら
な
い
か
を
議
論
し
て
い
る
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

Q
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
頻

発
し
て
い
る
が
、
対
策
は
講
じ

て
い
る
か
。

Q
地
層
処
分
に
つ
い
て
、
科
学
的

有
望
地
と
し
て
特
定
の
自
治
体

を
示
す
の
か
。

Q
新
潟
県
の
技
術
委
員
会
は
、
年

間
ど
の
く
ら
い
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
時
に
汚
染
さ
れ
た
現

場
で
溜
め
て
い
る
泥
を
ど
う
す

る
つ
も
り
か
。

平成25年９月26日

新潟県知事　泉田 裕彦

（一部抜粋）

東京電力（株）
代表執行役社長　廣瀬 直己様

原子力規制委員会への規制基準適合申請にあたっては、以下の
事項を申請書に明記すること

１ 新潟県との安全協定に基づく協議後に修正申請を行うこと
２ 今回申請のフィルタベント設備は地元避難計画との整合性を
　 持たせ安全協定に基づく了解が得られない限り使用できない
 　設備であること

条件付き承認について

※柏崎刈羽原子力発電所の規制基準適合審査申請に係る条件付き承認



柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会発行

ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
おり、資料をダウンロードすることもできます。また、ホームページおよび地域の会に対する
ご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。
お
き

い

きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する
知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する

いただけます。

会は公開で行われています。
　傍聴はお気軽にお越し下さい。

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター  〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号

柏崎刈羽地域では新聞折込による配布としております（偶数月の５日）
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

今
日
も
ま
た　
仮
設
校
舎
と　
格
闘
中

あ
ー
暑
い　
あ
ー
寒
す
ぎ
る　
狭
す
ぎ
る

　

こ
の
度
第
３６
回
福
島
県
川
柳
賞
青

少
年
奨
励
賞
に
輝
い
た
福
島
県
立
浪

江
高
校
津
島
校
３
年
柴
田
結
美
さ
ん

の
川
柳
で
す
。

　

あ
の
日
か
ら
５
年
９
カ
月
。
彼
女

の
母
校
が
あ
る
津
島
地
区
は
放
射
線

の
最
も
高
い
帰
還
困
難
区
域
。
未
だ

に
除
染
の
計
画
さ
え
無
し
。
結
果
60

㎞
離
れ
た
二
本
松
市
内
に
あ
る
「
プ

レ
ハ
ブ
の
仮
設
校
舎
」
で
学
び
ま
す
。

原
発
避
難
の
現
実
を
鋭
く
と
ら
え
た

句
で
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
、原
発
再
稼
働
を
せ
き
た
て
る

政
府
に
あ
っ
て
、関
電
の
担
当
課
長
が
２

月
で
推
定
約
２
０
０
時
間
の
残
業
を
し

て
い
て
４
月
に
過
労
自
殺
し
ま
し
た
。

厚
労
省
は
大
臣
告
示
で
残
業
の
上
限
を

月
４５
時
間
と
決
め
て
い
ま
す
。厚
労
省

は
こ
の
業
務
を
規
制
か
ら「
適
用
除
外
」

と
す
る
通
達
を
出
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

東
京
電
力
６・
７
号
機
も
残
業
時
間
限

度
基
準
「
除
外
」
と
な
っ
て
い
る
原
発
。

何
を
か
言
わ
ん
や
。　
　
（
髙
橋
委
員
）

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第164回定例会 情報共有会議第163回定例会

場所：柏崎市市民プラザ 波のホール
日時：平成29年2月1日（水）午後3：00～6：00日時：平成29年1月11日（水）午後6：30～8：50

場所：柏崎原子力広報センター

編
集
後
記

【
防
災
・
避
難
計
画
の
課
題
と

　
　
　

動
き
に
つ
い
て
質
疑
応
答
】

新
潟
県　

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
は
、
緊
急
時
の
輸
送
に
関
す
る
生

の
声
を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
、
次
の
取
り
組
み

に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

柏
崎
市　

柏
崎
市
は
従
来
か
ら
概
ね
10
㎞

圏
内
で
原
子
力
防
災
対
策
を
考
え
て

い
た
。
時
間
的
余
裕
が
あ
る
中
で
Ｐ

Ａ
Ｚ
（
5
㎞
圏
内
）
の
住
民
避
難
の

完
了
が
見
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
屋

内
退
避
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
避
難
に
移

行
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
と
い
う
発

言
を
あ
る
会
合
で
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
記
事
と
な
っ
た
。

新
潟
県　

例
え
ば
体
育
館
を
避
難
所
と

し
て
使
っ
た
場
合
、
出
入
り
口
は
開

け
放
し
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
原

子
力
災
害
時
に
体
育
館
が
屋
内
退
避

施
設
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
は
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
防
護
対
策
施
設
は
、

内
閣
府
の
補
助
事
業
と
し
て
こ
れ
ま

で
に
10
を
超
え
る
施
設
の
防
護
対
策
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
国
の
予
算
に

合
わ
せ
て
福
祉
施
設
な
ど
の
対
応
を

進
め
て
い
き
た
い
。

柏
崎
市　

一
般
的
な
屋
内
退
避
は
自
宅
で

あ
り
、
気
圧
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
建
物
内
に
入
り
、
外
気
を
入
れ

な
い
こ
と
で
被
ば
く
を
低
減
で
き
る
。

【
そ
の
他（
質
問
）】

東
京
電
力　

竜
巻
観
測
記
録
や
将
来
的
な

気
候
変
動
に
よ
る
竜
巻
発
生
の
不
確

か
さ
を
考
慮
し
て
、
設
計
上
考
慮
す

る
竜
巻
の
最
大
風
速
を
秒
速
92
ｍ
と

想
定
し
て
い
る
。
屋
外
に
あ
る
軽
油

タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
飛
来
物
衝
突

時
の
衝
撃
に
対
し
て
十
分
な
厚
さ
を

有
す
る
も
の
へ
変
更
す
る
な
ど
、
影

響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
設
備
を

抽
出
し
、
竜
巻
防
護
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

東
京
電
力　

現
在
、
１
〜
７
号
機
ト
ー
タ

ル
で
１
万
３
７
３
４
本
貯
蔵
し
て
い

る
。
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
と
原
子
炉
は
、

未
臨
界
維
持
や
燃
料
の
冷
却
に
関
す

る
設
計
の
特
徴
に
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
燃
料
を
安

全
に
貯
蔵
で
き
る
。

東
京
電
力　

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
注
目

す
る
と
、
循
環
冷
却
が
止
ま
っ
た
場

合
に
は
、
プ
ー
ル
の
水
が
ゆ
っ
く
り

温
度
上
昇
し
、
数
週
間
で
１
０
０
℃
に

な
り
蒸
発
し
、
冷
却
で
き
な
く
な
る
。

ま
た
、
プ
ー
ル
に
穴
が
あ
く
よ
う
な

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
想
定

に
対
し
、
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
設

備
の
設
置
な
ど
冷
却
・
注
水
を
目
的

と
し
た
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他（
意
見
）】

●
防
災
避
難
計
画
に
お
い
て
県
、
市
、
村

の
問
題
意
識
に
対
し
て
国
の
関
与
は
必

要
だ
と
感
じ
る
。
県
、
市
、
村
、
住
民

が
一
緒
に
意
見
を
出
し
合
う
場
は
必
要
。

●
国
は
第
一
義
的
に
実
働
部
隊
と
し
て

避
難
の
面
で
も
前
面
に
立
つ
べ
き
で

あ
る
。

　

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て

各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
防
災
・
避
難
計
画
に
つ
い
て
、

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
か
ら
現
状

の
課
題
と
動
き
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
通
し
て
問
題
点
を
確
認
し

た
。
さ
ら
に
、
全
体
を
通
し
て
様
々
な

質
問
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

10
月
6
日
に
、柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
の
原
子
力
防
災
訓
練
を
視
察

し
ま
し
た
。

原
子
力
防
災
訓
練
を
視
察

定例会定例会
第第160160回回

オ
ブ
ザ
ー
バー

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
10
月
5
日（
水
）

出
席
者
15
名（
欠
席
5
名
）

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）

概 要

防
災・避
難
計
画
の
課
題
と
動
き
に
つ
い
て

防
災・避
難
計
画
の
課
題
と
動
き
に
つ
い
て

防
災・避
難
計
画
の
課
題
と
動
き
に
つ
い
て

第第第10月10月

Q
発
電
所
の
竜
巻
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Q
柏
崎
刈
羽
発
電
所
に
現
在
使
用
済

燃
料
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
プ

ー
ル
と
原
子
炉
で
は
、
ど
ち
ら
に

保
管
す
る
ほ
う
が
安
全
か
。

Q
原
子
力
発
電
所
が
動
い
て
い
な
い

状
況
で
、
ど
の
よ
う
な
事
故
が
想

定
さ
れ
る
か
。

Q
屋
内
退
避
を
す
る
施
設
の
気
密

性
、
気
圧
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

防
護
対
策
し
た
屋
内
退
避
施
設
は

何
ヶ
所
あ
る
か
。
防
災
に
関
す
る

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Q
柏
崎
市
は
即
時
避
難
区
域
5
㎞
を

10
㎞
に
広
げ
る
検
討
を
し
て
い
る

と
新
聞
で
読
ん
だ
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。

Q
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

住
民
避
難
や
物
資
の
輸
送
な
ど
は

訓
練
を
受
け
て
い
る
自
衛
隊
に
優

先
し
て
お
願
い
す
る
の
が
大
事
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Q
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
も
気
密

性
、
気
圧
の
高
い
場
所
で
な
け
れ

ば
放
射
線
防
護
の
点
で
意
味
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。

運転員が訓練する
 サイトシミュレーター室

免震重要棟内の対策本部


